
県
内
死
者
・

行
方
不
明
者

県
外
避
難

人
ア
ン
ケ
ー
ト
一
人
ひ
と
言

原子力は 明るい未来 ではない

東電も国も信じられない

族が三つに分かれてしまった

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

変
更
の
場
合
あ
り

▼
無
形
民
俗
文
化
財
の
被

災
調
査
‖
民
俗
芸
能
学
会
福
島

調
査
団
が
県
内
で
進
め
て
い

る
。
継
承
者
や
保
存
会
な
ど
の

被
災
情
報
の
提
供
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
調
査
団
本
部
☎
０
２

４
３
（

）
２
９
４
１

▼
震
災
遺
児
修
学
援
助
基
金

の
修
学
資
金
給
付
‖
小
・
中
学

校
、
高
校
、
高
専
、
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
、
大
学
（
短

大
含
む
）
に
在
学
中
で
震
災
で

死
亡
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
父

母
ら
に
養
育
さ
れ
て
い
た
遺
児

が
対

。
給
付
額
は
１
人
年
間

万
２
千
円
で
期
間
は
申
し
込

み
が
あ
っ
た
学
年
か
ら
大
学
４

年
終
了
ま
で
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
大

学
生
ま
で
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
未
就
学
児
は
待
機
児
童

と
し
て
登
録
し
、
小
学
校
入
学

時
か
ら
給
付
す
る
。
申
し
込
み

は
所
定
の
申
込
書
を
そ
ろ
え
て

郵
送
す
る
。
連
絡
先
は
高
速
道

路
交
流
推
進
財
団

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）
７
６
８

６
６
０
（
平
日
午
前
９
時
半
〜

午
後
５
時
半
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ｗ
ｗ
ｗ
ｈ
ｉ
ｇ

ｈ
ｗ
ａ
ｙ
ｏ
ｒ
ｊ
ｐ

【
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関
す

る
相
談
・
説
明
】

▼
県
‖
原
子
力
損
害
賠
償
制

度
の
概
要
、
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
指
針
、
賠
償
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。
土
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
午
前
８
時
半
〜
午
後
９

時
。
毎
週
水
、
金
曜
午
後
１
〜

５
時
は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
も
行
う
。
☎
０
２
４
（
５
２

３
）
１
５
０
１

【
放
射
線
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

▼
政
府
原
子
力
災
害
現
地
対

策
本
部
‖
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
９
８
８
３
５
９

（
午
前
８
時
〜
午
後

時
）

▼
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
放
射
線
に
関
す
る
健
康
相
談
）

‖
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
１
２
０
）
７
５
５
１
９

９
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

▼
被
ば
く
医
療
健
康
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
放
射
線
に
関
す

る
一
般
健
康
相
談
）
‖
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
☎
０
４
３

（
２
９
０
）
４
０
０
３
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
緊
急
被
ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
実
施
施
設
‖
平
日
午
前

時
〜
午
後
５
時
▽
福
島
‖
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
▽
郡
山
‖
市

保
健
所
▽
須
賀
川
‖
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
▽
白
河
‖
県
南
保

健
福
祉
事
務
所
▽
会
津
若
松
‖

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
▽
南
会

津
‖
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▽
い
わ
き
‖
市
保
健
所
▽
南
相

馬
‖
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
相
双
の
み
土
、
日
曜
、
祝
日

も
可
能
）

▼
生
活
相
談
窓
口
「
ふ
み
だ

す
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財

団
に
よ
る
「
ふ
み
だ
す
ふ
く
し

ま
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ

ン
タ
ー
が
県
内
や
避
難
先
で
の

生
活
相
談
、
法
律
相
談
、
一
時

転
居
や
子
ど
も
向
け
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
を
無
料
で
実
施

す
る
。
▽
生
活
相
談
‖
福
島
市

太
田
町

の
８
、
ア
ー
バ
ン
横

山
Ⅰ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

午
前

時
〜
午
後
６
時
（
水
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
受
け

付
け
る
。
直
接
来
所
の
場
合
は

予
約
が
必
要

☎
０
２
４

５
７

３

２
７
３
１

フ
ァ
ク
ス
０
２

４
（
５
７
３
）
２
７
３
３
、
メ

ー

ル

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｆ
ｉ
ｓ
ｆ
ｒ

ｅ
ｎ
ｐ
ｕ
ｋ
ｕ
ｃ
ｏ
ｍ

▽
弁
護
士

に
よ
る
個
別
法
律
相
談
‖
毎
月

第
２
、
第
４
火
曜
日
午
後
に
同

セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
予
約
が
必

要
▽
原
子
力
損
害
賠
償
請
求
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
‖
９
日
午
後

１
時
半
か
ら
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ

ア
イ
で
開
く
。
予
約
が
必
要
。

▼
日
本
弁
護
士
連
合
会
と
東

京
の
３
弁
護
士
会

東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
を
対

と
し
た

電
話
相
談
を
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
て
受
け
付
け
て
い
る
。
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
、
不
動
産
の
賃
貸

借
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
借
金

返
済
な
ど
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
に
応
じ
る
。
平
日
午
後
５
〜

８
時
。

日
ま
で
。
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）
３
６
６

５
５
６

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

◆
６
日
の
県
内
各
地
の
環
境

放
射
線
量
測
定
結
果
（
複
数
回

計
測
し
た
地
点
は
最
も
高
い

値
）

６日の県内 地点の環境放射線量測定値

※測定場所は県北保健福祉事務所、二本松市役所、郡山合
同庁舎、県南合同庁舎、会津若松合同庁舎、南会津合同
庁舎、南相馬合同庁舎、いわき合同庁舎、田村市役所、
飯舘村役場、川俣町山木屋駐在所。川俣町役場と小国ふ
れあいセンターは午前と午後に２回計測。平常値の「―」
は定点観測していないため出ない。

測定
時刻

平常
値

004 ―
004～
006

004～
005

004～
005

002～
004

005
005～
006

― ― ―

1：00

4：00

7：00

10：00

13：00

16：00

19：00

福島市二本松市 郡山市白河市会 津
若松市

南会津
町

南相馬
市

いわき
市 平

田村市
船引町飯舘村

川俣町
山木屋

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

川俣町役場

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩
伊達市小国
ふれあいセ
ンター

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

（単位は㍃ ／時間）

046 053 057 030 012 007 034 017 ― 045 062

047 055 060 029 011 007 035 017 ― 047 063

048 055 059 029 011 007 036 017 ― 055 063

048 053 058 029 013 008 036 017 012 052 064

051 054 058 030 012 007 036 016 012 055 066

051 055 058 029 011 007 037 016 011 056 072

057 ― 063 029 011 007 036 017 011 ― ―

9：1104910：24097

14：4805013：45098

◇
県
調
査
▽
県
北
‖
福
島
市
役
所

（
１
・

）
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
（
０
・

）
福
島
西
Ｉ
Ｃ
（
０

・

）
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
紅
葉
山
公
園
（
０
・

）

二
本
松
市
東
和
支
所
（
０
・

）
同
田

沢
集
会
場
（
０
・

）
伊
達
市
下
小
国

中
央
集
会
場
（
０
・

）
同
霊
山
パ
ー

キ
ン
グ
（
１
・

）
同
月
舘
相
葭
公
民

館
（
１
・

）
本
宮
市
役
所
（
０
・

）

同
白
沢
総
合
支
所
（
０
・

）
同
旧
白

沢
総
合
支
所
（
０
・

）
福
島
北
署
桑

折
分
庁
舎
（
０
・

）
国
見
町
役
場
（
０

・

）
大
玉
村
役
場
（
０
・

）

▽
県
中
‖
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
０
・

）
田
母
神
小
（
０
・

）

郡
山
市
逢
瀬
行
政
セ
ン
タ
ー（
０
・

）

須
賀
川
市
役
所
長
沼
支
所
（
０
・

）

同
岩
瀬
支
所
（
０
・

）
三
春
町
役
場

（
０
・

）
小
野
町
役
場
（
０
・

）

鏡
石
町
役
場
（
０
・

）
天
栄
村
役
場

（
０
・

）
石
川
町
役
場
（
０
・

）

玉
川
村
役
場（
０
・

）福
島
空
港
（
０

・

）
浅
川
町
役
場
（
０
・

）
平
田

村
役
場

０
・

古
殿
町
役
場

０
・

▽
県
南
‖
白
河
市
表
郷
庁
舎
（
０
・

）
同
大
信
庁
舎
（
０
・

）
同
東
庁

舎（
０
・

）矢
吹
町
役
場
（
０
・

）

西
郷
村
役
場
（
０
・

）
泉
崎
村
役
場

（
０
・

）
中
島
村
役
場
（
０
・

）

棚
倉
町
役
場
（
０
・

）
塙
町
役
場
（
０

・

）
矢
祭
町
役
場
（
０
・

）

川

村
役
場
（
０
・

）

▽
会
津
‖
喜
多
方
市
役
所
（
０
・

）

北
塩
原
村
役
場
（
０
・

）
西
会
津
・

野
沢
小
（
０
・

）
磐
梯
町
役
場
（
０

・

）
猪
苗
代
町
役
場
（
０
・

）
会

津
坂
下
町
役
場
（
０
・

）
湯
川
村
公

民
館
（
０
・

）
柳
津
町
役
場
（
０
・

）
三
島
町
役
場
（
０
・

）
金
山
町

役
場

０
・

昭
和
村
役
場

０
・

会

津
美
里
町
役
場
高
田
支
所
（
０
・

）

▽
南
会
津
‖
南
会
津
町
役
場
南
郷
総

合
支
所
（
０
・

）
同
伊
南
総
合
支
所

（
０
・

）
同
舘
岩
総
合
支
所
（
０
・

）
下
郷
町
役
場
（
０
・

）
只
見
町

役
場

０
・

檜
枝
岐
村
役
場

０
・

▽
相
双
‖
相
馬
市
役
所
（
０
・

）

同
玉
野
出
張
所
（
０
・

）
相
馬
市
山

上
公
民
館
（
０
・

）
相
馬
港
２
号
埠

頭
（
ふ
と
う
）
（
０
・

）
南
相
馬
市

鹿
島
区
役
所
（
０
・

）
同
鹿
島
区
橲

原
公
民
館（
１
・

）同
横
川
ダ
ム
（
１

・

）
新
地
町
役
場
（
０
・

）
浪
江

町
津
島
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

飯
舘
村
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
３
・

）

▽
い
わ
き
‖
い
わ
き
市
三
和
支
所

（
０
・

）
同
小
川
支
所
（
０
・

）

同
勿
来
支
所
（
０
・

）
同
田
人
支
所

（
０
・

）
同
小
名
浜
支
所
（
０
・

）

小
名
浜
藤
原
埠
頭
（
０
・

）
い
わ
き

市
四
倉
支
所
（
０
・

）
Ｊ
Ｒ
久
ノ
浜

駅
（
０
・

）
い
わ
き
市
末
続
集
会
所

（
０
・

）
同
中
央
台
南
小
（
０
・

）

同
川
前
支
所
（
０
・

）

▽
福
島
第
一
原
発
周
辺
地
域
‖
広
野

町
・
二
ツ
沼
総
合
公
園
（
０
・

）
楢

葉
町
・
旧
楢
葉
消
防
分
署
（
０
・

）

同
・
繁
岡
地
区
集
会
所
（
１
・

）
同

・
中
平
集
会
所
そ
ば
（
１
・

）
富
岡

町
・
滝
の
沢
（
１
・

）
同
・
Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

同
・
旧
富
岡
町
役
場
（
３
・

）
同
・

リ
フ
レ
富
岡
駐
車
場
（
４
・

）
大
熊

町
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
５
・

）
双

葉
町
・
山
田
多
目
的
集
会
場
付
近
（

・

）
同
・
双
葉
体
育
館
（
６
・

）

同
・
郡
山
公
民
館
（
１
・

）
浪
江
町

・
中
央
公
園
（
１
・

）
同
・
幾
世
橋

小
（
０
・

）

◇
文
部
科
学
省
調
査
‖
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
（
０
・

）
伊
達
市
役
所
保

原
本
庁
舎
（
０
・

）
石
神
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
須
賀
川
市
役
所

（
０
・

）
白
河
市
総
合
運
動
公
園
（
０

・

）
会
津
若
松
市
役
所
（
０
・

）

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
（
０
・

）
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
（
０
・

）

郡
山
市
役
所
（
０
・

）
広
野
町
役
場

（
０
・

）
川
内
村
役
場
（
０
・

）

葛
尾
村
柏
原
地
区
（
２
・

）
田
村
市

常
葉
行
政
局
（
０
・

）
い
わ
き
の
里

鬼
ケ
城
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
０
・

）

い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）養
護
老
人
ホ
ー
ム「
東
風
荘
」
（
４

・

）
石
熊
公
民
館
（

・

）
浪
江

ひ
ま
わ
り
荘
（
３
・

）

被災３県

市
町
村

税
収
落
ち

復
興
影
響

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

死者 行 方
不明者

合 計1986人 214人
福 島 市 ３人 ―
郡 山 市 １人 ―
須 賀 川 市 10人 １人
田 村 市 １人 ―

三 春 町 １人 ―
白 河 市 12人 ―
西 郷 村 ３人 ―
会津若松市 １人 ―
相 馬 市 458人 ―
南 相 馬 市 631人 ７人
広 野 町 ２人 １人
楢 葉 町 33人 ―
富 岡 町 85人 ３人

大 熊 町 46人 １人
双 葉 町 55人 １人
浪 江 町 181人 ３人
葛 尾 村 ７人 ―
新 地 町 115人 ―
飯 舘 村 １人 ―
い わ き 市 310人 37人

※
人
数
は
６
日
午
後
５
時
現
在
。
合
計
は
死
者
が
県
、
行
方
不
明
者

が
県
警
の
発
表
。死
者
は
、
行
方
不
明
者
で
死
亡
届
が
出
さ
れ
た
人
、

県
内
に
居
住
し
県
外
で
被
災
し
た
死
者
を
含
む

市
町
村
別
は
県
の

発
表
。
行
方
不
明
者
の
合
計
と
市
町
村
別
の
人
数
は
一
致
し
な
い
。

蓀蓀蓀蓀蓀蒿
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂蓄 蓀蓀蓀蓀蓀

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓁

石 川 町 １人 ―
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

鏡 石 町 ２人 ―
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

川 内 村 人 ―
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢原

乳

下
限
値
未
満

放
射
性
物
質
検
査

県
は
六
日
、
原
乳
の
放
射

性
物
質
検
査
の
結
果
を
発
表

し
た
。
福
島
、
い
わ
き
、
南

会
津
、
会
津
坂
下
の
四
市
町

の
乳
業
工
場
、
本
宮
市
の
貯

乳
施
設
か
ら
採
取
し
た
計
五

点
を
調
べ
た
結
果
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
、
放
射
性
ヨ
ウ
素

と
も
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。

孤
独
死
防
止
へ

独
自
に
交
流
会

▼
双
葉
町
の
大
沼
勇
治
さ
ん

三
七

愛
知
県
安
城
市
（
避
難

先
、
以
下
同
）

「
自
宅
が
帰
還
困
難
区
域
と

な
っ
た
場
合
、
長
期
的
に
住
む

場
所
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
不
安
。
一
年
が
過
ぎ
る

と
震
災
の
こ
と
が
風
化
す
る
の

で
は
。
原
発
が
本
当
に
必
要
な

の
か
考
え
る
機
会
。
原
子
力
は

『
明
る
い
未
来
』
で
は
な
か
っ

た
」▼

双
葉
町
の
会
社
員
男
性

五
六

埼
玉
県
加
須
市

「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
発
表
遅

れ
な
ど
は
明
ら
か
な
う
そ
。
東

電
も
国
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
何

を
言
っ
て
も
届
か
な
い
気
が
す

る
。
放
射
線
量
が
高
す
ぎ
て
何

十
年
も
戻
れ
な
い
と
分
か
っ
て

い
る
。
私
は
も
う
こ
の
世
に
い

な
い
」

▼
双
葉
町
の
主
婦
六
〇

神

奈
川
県

「
国
は
土
地
が
ど
う
な
る
の

か
具
体
的
な
め
ど
を
示
し
て
。

東
電
ば
か
り
に
責
任
を
押
し
付

け
ず
、
安
住
で
き
る
場
所
を
早

く
決
め
て
ほ
し
い
。
い
わ
き
市

に
単
身
赴
任
中
の
夫
が
東
電
関

係
者
な
の
で
複
雑
な
思
い
が
あ

る
」▼

浪
江
町
の
会
社
員
石
川
憲

弘
さ
ん
三
九

東
京
都
江
東
区

「
知
人
と
離
れ
離
れ
に
な
り
、

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
に
つ

れ
孤
独
感
が
募
る
。
し
ゃ
べ
る

と
方
言
を
笑
わ
れ
る
よ
う
な
気

が
し
て
、

か
ら
出
な
く
な
っ

た
。
物
価
も
高
い
。
帰
郷
で
き

る
の
か
早
く
方
針
を
出
し
て
ほ

し
い
」

▼
浪
江
町
の
無
職
佐
々
木
繁

子
さ
ん
六
一

東
京
都
江
東
区

「
津
波
で

が
流
さ
れ
、
原

発
事
故
で
ホ
テ
ル
従
業
員
の
職

も
失
っ
た
。
日
に
ち
が
た
つ
に

従
っ
て
古
里
を
思
い
出
す
。
津

波
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
夢

を
見
る
が
、
な
ぜ
か
み
ん
な
笑

っ
て
い
る
。
そ
の
笑
顔
に
ほ
っ

と
す
る
」

▼
浪
江
町
の
主
婦
渡
辺
敦
子

さ
ん
三
八

埼
玉
県
越
谷
市

「
原
発
事
故
の
風
化
を
肌
で

感
じ
る
。
避
難
者
は
あ
の
日
か

ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の

に
。
自
宅
の
新
築
一
カ
月
で
の

震
災
で
ロ
ー
ン
の
支
払
い
も
あ

り
、
夫
は
い
わ
き
市
で
単
身
赴

任
中
。
二
重
生
活
で
金
銭
面
が

不
安
」

▼
富
岡
町
の
自
営
業
佐
藤
武

之
さ
ん
六
七

名
古
屋
市

「
も
う
帰
れ
な
い
。
新
天
地

で
生
活
を
始
め
た
い
が
蓄
財
も

な
く
、

や
土
地
を
買
い
上
げ

て
も
ら
わ
な
い
と
前
に
進
め
な

い
。
放
射
能
は
半
減
期
で
半
分

に
な
る
だ
け
で
、
消
え
る
わ
け

で
は
な
い
」

▼
富
岡
町
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
黒
木
久
美
子
さ
ん
六
二

宮

崎
県
西
都
市

「
震
災
の
時
は
、
い
ろ
ん
な

方
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
服
や

炊
き
出
し
、
励
ま
し
の
手
紙
を

頂
い
た
。
町
は
除
染
を
進
め
て

い
る
が
、
別
の
場
所
に
新
し
く

町
を
つ
く
っ
た
方
が
よ
い
の
で

は
」▼

南
相
馬
市
の
パ
ー
ト
男
性

五
一

大
阪
府
豊
中
市

「
三
月
末
で
住
宅
を
出
て
く

れ
と
言
わ
れ
た
。
子
ど
も
も
小

さ
い
の
に
就
職
は
う
ま
く
い
か

ず
、
不
安
で
眠
れ
な
い
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
重
な
り
、
震
災

当
時
と
は
違
う
涙
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
」

▼
南
相
馬
市
の
無
職
阿
部
省

三
さ
ん
六
四

山
梨
県
笛
吹
市

「
戻
っ
た
と
し
て
も
再
避
難

に
な
れ
ば
困
る
。
国
や
東
電
は

隠
蔽
（
い
ん
ぺ
い
）
せ
ず
、
は

っ
き
り
し
た
情
報
を
伝
え
て
ほ

し
い
。
津
波
や
地
震
は
天
災
だ

が
、
放
射
能
汚
染
の
対
応
の
ま

ず
さ
は
人
為
的
。
ま
た
同
じ
目

に
遭
う
の
は
た
く
さ
ん
」

▼
郡
山
市
の
会
社
員
佐
藤
大

介
さ
ん
三
二

東
京
都
練
馬
区

「
国
の
『
健
康
に
影
響
は
な

い
』
と
の
説
明
に
疑
問
を
持
ち
、

自
主
避
難
を
決
め
た
。
十
年
後
、

二
十
年
後
に
『
実
は
こ
う
で
し

た
』
と
い
う
の
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
。
福
島
県
内
で
は
自
主

避
難
に
反
対
す
る
声
も
あ
り
、

寂
し
く
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な

る
」▼

郡
山
市
の
パ
ー
ト
深
川
美

子
さ
ん
四
二

東
京
都
世
田
谷

区
「
除
染
が
進
ん
だ
と
し
て
も

低
線
量
被
ば
く
の
長
期
的
影
響

が
不
安
。
健
康
検
査
は
ど
の
県

で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
『
来
て
し
ま
っ
た
』
と
い

う
負
い
目
が
あ
り
、
残
し
て
き

た
友
人
に
連
絡
し
づ
ら
く
な
っ

た
」▼

福
島
市
の
パ
ー
ト
女
性

三
九

秋
田
市

「
秋
田
で
は
五
歳
の
長
男
が

外
で
遊
べ
る
の
で
気
持
ち
が

楽
。
自
主
避
難
に
も
補
償
し
て

ほ
し
い
。
雪
か
き
を
し
て
い
る

と
近
所
の
方
が
声
を
掛
け
て
く

れ
る
が
、
避
難
者
同
士
で
も
交

流
し
た
い
」

▼
福
島
市
の
会
社
員
女
性

三
五

山
形
県
米
沢
市

「
避
難
先
の
団
地
は
ほ
と
ん

ど
が
避
難
者
で
、
助
け
合
っ
て

い
る
。
内
部
被
ば
く
の
影
響
や
、

も
し
病
気
に
な
っ
た
ら
と
い
う

不
安
は
ず
っ
と
続
く
。
国
や
東

電
は
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て

ほ
し
い
」

▼
大
熊
町
の
フ
リ
ー
タ
ー
水

野
幸
輝
さ
ん
二
二

仙
台
市

「

族
が
三
つ
に
分
か
れ
て

し
ま
っ
た
。
祖
母
や
母
は
体
が

弱
い
の
で
心
配
。
放
射
線
量
が

高
く
、
仕
事
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
の
問
題
が
あ
る
の
で
戻

り
た
く
な
い
。
新
た
な
『
地
元
』

と
呼
べ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
」

▼
楢
葉
町
の
介
護
職
佐
藤
努

さ
ん
三
四

千
葉
県
市
原
市

「
『
福
島
の
避
難
者

東
電

の
補
償
金
』
と
い
う
ふ
う
に
見

ら
れ
る
が
、
根
こ
そ
ぎ
生
活
基

盤
を
奪
わ
れ
た
こ
と
へ
の
対
価

と
し
て
は
微
々
た
る
も
の
。
原

発
の
話
を
す
る
と
嫌
な
顔
を
さ

れ
る
。
原
発
問
題
が
福
島
以
外

の
人
か
ら
薄
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
」

▼
い
わ
き
市
の
主
婦
三
七

北
海
道
旭
川
市

「
国
や
東
電
は
『
実
は
あ
の

時
、
こ
う
で
し
た
』
と
い
う
発

表
が
多
く
、
本
当
の
安
全
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
や

食
品
を
選
ん
で
買
う
人
を
『
過

剰
反
応
』
と
と
ら
え
な
い
で
」

▼
田
村
市
の
浅
田
正
文
さ
ん

七
〇

金
沢
市

「
薪
の
ス
ト
ー
ブ
と
風
呂
、

自
給
自
足
の
生
活
を
失
っ
た
。

土
が
な
い
生
活
は
性
に
合
わ

ず
、
食
料
品
を
購
入
す
る
こ
と

は
無
念
。
除
染
よ
り
避
難
支
援

や
農
場
集
団
移
転
な
ど
命
や
健

康
を
第
一
に
し
た
施
策
を
求
め

る
」

▼
白
河
市
の
看
護
学
生
宮
田

陽
子
さ
ん
四
六

京
都
市

「
昨
年
四
月
に
入
っ
た
地
元

の
看
護
学
校
か
ら
転
校
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
お
金
が
か
か

っ
た
。
国
や
東
電
は
賠
償
範
囲

を
広
げ
て
ほ
し
い
。
被
ば
く
医

療
を
学
ん
で
、
い
ず
れ
は
福
島

の
医
療
現
場
に
戻
り
た
い
。
原

発
依
存
の
生
活
を
見
直
し
て
ほ

し
い
」

▼
福
島
市
の
女
性
三
二

福

岡
県
う
き
は
市

「

族
が
離
れ
離
れ
に
な
り

負
担
が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
経
済
的
に
も
大
き
い
。
東
京

電
力
は
全
責
任
を
負
い
、
謝
罪

す
る
べ
き
だ
」

▼
福
島
市
の
男
性
五
〇

佐

賀
市「

放
射
性
物
質
は
除
染
で
は

な
く
な
ら
な
い
か
ら
自
宅
に
は

戻
り
た
く
な
い
。
福
島
で
は
起

業
準
備
中
だ
っ
た
が
断
念
し

た
」▼

い
わ
き
市
の
女
性

長
崎

市
「
福
島
に
残
っ
て
い
る
夫
の

内
部
被
ば
く
が
心
配
。
避
難
し

た
私
も
子
ど
も
た
ち
も
疲
れ

た
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
症
状
に

苦
し
ん
で
い
る
」

▼
い
わ
き
市
の
吉
田
光
子
さ

ん
六
八

大
分
市

「
国
会
の
様
子
を
見
て
い
る

と
絆
は
一
つ
も
な
い
と
感
じ

る
。
復
興
に
向
け
て
党
や
派
閥

を
超
え
な
い
限
り
、
日
本
は
立

ち
上
が
れ
な
い
」

▼
郡
山
市
の
渡
引
千
穂
さ
ん

四
二

宮
崎
市

「
い
ろ
い
ろ
中
ぶ
ら
り
ん
。

（
行
政
へ
の
手
続
き
で
）
福
島

に
聞
け
ば
『
先
に
宮
崎
に
聞
け
』

と
言
わ
れ
、
宮
崎
に
聞
け
ば
『
福

島
に
聞
け
』
と
言
わ
れ
る
」

▼
い
わ
き
市
の
男
性
四
四

熊
本
市

「
先
が
見
え
ず
不
安
な
毎
日

を
送
る
し
か
な
い
」

▼
郡
山
市
の
橋
本
静
子
さ
ん

三
九

鹿
児
島
市

「
原
発
の
再

働
を
や
め
て

ほ
し
い
」

▼
郡
山
市
の
女
性
三
九

那

覇
市「

郷
愁
に
駆
ら
れ
て
泣
く
時

も
あ
る
が
、
汚
染
度
を
考
え
る

と
戻
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
」

本
県
の
農
作
物
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
た
復
興
支
援
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

東
京
都
江
東
区
の
国

公
務
員
宿
舎
「
東
雲
住
宅
」

に
は
本
県
か
ら
の
避
難
者

約
千
三
百
人
が
入
居
。「
お

年
寄
り
を
こ
も
り
っ
き
り

に
し
な
い
。
小
さ
い
子
ど

も
は
み
ん
な
で
守
ろ
う
」。

互
い
の
結
び
付
き
を
強
め

る
取
り
組
み
が
避
難
者
自

身
の
手
に
よ
っ
て
続
け
ら

れ
て
い
る
。

「
こ
の
時
期
は
毎
年
、

山
菜
採
り
に
出
か
け
る
の

よ

フ
キ
ノ
ト
ウ

ワ
ラ

ビ

タ
ラ
ノ
メ
…

集
会

所
で
六
日
開
か
れ
た
交
流

会
。
浪
江
町
か
ら
来
た
小

野
田
ト
キ
子
さ
ん
七
六

は
、
紙
コ
ッ
プ
に
入
っ
た

お
茶
を
手
に
、
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
話
し
始
め
た
。

「
天
ぷ
ら
に
す
る
と
一

番
お
い
し
い
わ
よ
ね
」
。

す
か
さ
ず
応
じ
た
冨
沢
ア

ヤ
子
さ
ん
八
二
は
南
相
馬

市
か
ら
の
避
難
者
だ
。

昨
年
九
月
に
避
難
者
が

発
足
さ
せ
た
「
東
雲
の
会
」

が
週
二
回
開
く
交
流
会

は
、
貴
重
な
憩
い
の
場
。

代
表
を
務
め
る
藤
田
泰
夫

さ
ん
五
九
は
「
当
初
は
話

し
相
手
が
い
な
く
て
寂
し

そ
う
だ
っ
た
避
難
者
の
顔

が
、
明
る
く
な
っ
た
」
と

語
る
。

藤
田
さ
ん
は
浪
江
町
で

三
十
年
以
上
前
か
ら
、
す

し
店
を
営
ん
で
い
た
。
店

は
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
か
ら
約
七
㌔
の
場
所
に

あ
り
、
い
つ
も
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。

入
居
後
、
部
屋
で
独
り

で
亡
く
な
る
避
難
者
が
い

た
り
し
て
「
孤
独
死
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

焦
り
を
感
じ
た
の
が
、
東

雲
の
会
発
足
の
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

交
流
会
で
楽
し
そ
う
に

し
て
い
た
小
野
田
さ
ん
も

二
十
一
階
で
暮
ら
す
。「
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
見
え
る
東
京

の
夜
景
は
き
れ
い
だ
け

ど
、
思
い
出
す
の
は
浪
江

の
山
あ
い
に
ぽ
つ
ん
、
ぽ

つ
ん
と
と
も
っ
て
い
た
農

の
明
か
り
な
の
」

隣
に
座
っ
て
話
を
聞
い

て
い
た
山
形
リ
イ
子
さ
ん

八
二
が
「
交
流
会
で
仲
良

く
な
っ
た
友
達
と
の
お
し

ゃ
べ
り
が
本
当
に
楽
し
く

て
、
何
よ
り
の
〝
薬
〞
に

な
る
」
と
笑
っ
た
。

国連本部本社など写真展示

世界に震災の姿発信

国連本部で開かれた東日本大震

災の報道写真展＝５日（共同）

東
京
で
連
合
東
北

復
興
支
援
フ
ェ
ス

連
合
福
島
が
参
加
す
る

連
合
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
六
日
、

東
京
の
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
前
で

催
さ
れ
た
。

東
北
各
県
の
農
作
物
な

ど
を
販
売
し
、
復
興
に
向

け
て
前
進
す
る
姿
を
都
民

ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

連
合
福
島
の
ブ
ー
ス
で

は
県
内
で
収
穫
し
た
イ
チ

ゴ
と
コ
メ
を
取
り
扱
っ

た
。
お
に
ぎ
り
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
も
行
い
、
通
行
人

の
人
気
を
集
め
た
。
県
産

品
や
観
光
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
配
布
し
、
本
県
へ
の

応
援
を
呼
び
掛
け
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、
福

島
、
岩
手
、
宮
城
の
三
県

の
沿
岸
三
十
七
市
町
村

で
、
震
災
前
と
比
べ
て
人

口
が
計
五
万
五
千
六
百
六

十
二
人
減
っ
て
い
る
こ
と

が
六
日
、
各
県
へ
の
取
材

で
分
か
っ
た
。
津
波
被
害

の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
大

槌
町
な
ど
五
市
町
は
一
割

以
上
減
っ
た
。
転
出
届
を

出
さ
ず
に
避
難
し
て
い
る

人
も
多
く
、
実
際
は
さ
ら

に
多
数
の
人
が
沿
岸
被
災

地
を
離
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

被
災
地
で
は
人
口
減
の

ほ
か
企
業
の
操
業
が
で
き

な
く
な
っ
た
影
響
で
税
収

も
大
き
く
減
少
。
被
災
地

復
興
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

各
県
が
ま
と
め
た
昨
年

三
月
一
日
と
今
年
二
月
一

日
の
人
口
を
比
較
し
た
。

三
十
七
市
町
村
の
二
月
一

日
の
人
口
は
二
百
四
十
五

万
二
千
百
八
十
三
人
で
、

昨
年
三
月
一
日
よ
り
２
・

％
減
っ
て
い
た
。
震
災

に
よ
る
死
者
の
ほ
か
、
出

生
や
死
亡
、
転
出
入
な
ど

の
人
数
を
含
む
。

最
も
減
少
率
が
大
き
か

っ
た
の
は
大
槌
町
の

・

％
で
二
千
七
百
五
十
九

人
減
。
次
い
で
宮
城
県
女

川
町
も

・

％

千
七
百

七
十
五
人
減
っ
て
い
た
。

ほ
か
に
一
割
以
上
、
人

口
が
減
っ
た
の
は
、
岩
手

県
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県

南
三
陸
町
、
同
山
元
町
。

い
ず
れ
も
津
波
被
害
が
大

き
か
っ
た
。

仙
台
市
に
よ
る
と
、
転

入
者
の
増
加
が
要
因
で
、

石
巻
市
な
ど
宮
城
県
内
沿

岸
部
や
本
県
か
ら
の
転
入

が
多
い
と
い
う
。

身
元
不
明

今
も

人

大震災

本
県
は
４
人

最
多
は
宮
城

人

日

福
島
な
ど
で
生
中
継

来
日
中
の
米
人
気
歌
手
シ
ン
デ
ィ
・

ロ
ー
パ
ー
さ
ん
が
十
一
日
に
東
京
・
渋

谷
の
Ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ

ー
ド
ホ
ー
ル
で
開
く
ラ
イ
ブ
を
、
Ｂ
Ｓ

有
料
放
送
の
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
が
全
国
十
四

カ
所
の
映
画
館
で
同
時
生
中
継
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
企

画

被
災
し
た
福
島

岩
手

宮
城
の
四

施
設
で
は
入
場
無
料
。
そ
の
他
の
会
場

は
有
料
だ
が
、
収
益
金
は
日
本
赤
十
字

社
に
全
額
寄
付
さ
れ
る
。
ロ
ー
パ
ー
さ

ん
は
、
震
災
発
生
当
日
に
来
日
。
帰
国

せ
ず
に
各
地
で
ラ
イ
ブ
を
続
け
、
観
客

に
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
に
よ
る
と

福
島
市
の

ワ
ー
ナ
ー
・
マ
イ
カ
ル
・
シ
ネ
マ
ズ
福
島

と
宮
城
県
石
巻
市
の
会
場
の
チ
ケ
ッ
ト

配
布
は
終
了

ワ
ー
ナ
ー
・
マ
イ
カ
ル
・

シ
ネ
マ
ズ
北
上

岩
手
県
北
上
市

と
ワ

ー
ナ
ー
・
マ
イ
カ
ル
・
シ
ネ
マ
ズ
名
取

宮
城
県
名
取
市

で
チ
ケ
ッ
ト
に
残
り

が
あ
る
と
い
う

Ｃ・ローパーさん

復興支援ライブ

東
日
本
大
震
災
で
被
害

の
大
き
か
っ
た
福
島
、
岩

手
、
宮
城
三
県
で
収
容
さ

れ
た
遺
体
は
二
月
二
十
九

日
現
在
、
一
万
五
千
七
百

八
十
六
人
に
上
り
、
こ
の

う
ち
四
百
七
十
八
人
の
身

元
が
判
明
し
て
い
な
い
こ

と
が
六
日
、
警
察
庁
の
ま

と
め
で
分
か
っ
た
。

身
元
不
明
の
遺
体
は
自

治
体
に
よ
っ
て
火
葬
さ

れ
、
無

仏
と
し
て
寺
や

自
治
体
の
納
骨
堂
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
震
災
か
ら

間
も
な
く
一
年
と
な
る

が
、
今
も
多
く
の
犠
牲
者

が

族
の
元
に
帰
れ
な
い

で
い
る
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
収

容
さ
れ
た
遺
体
は
福
島
千

六
百
五
人
、
岩
手
四
千
六

百
七
十
一
人
、
宮
城
九
千

五
百
十
人
で
計
一
万
五
千

七
百
八
十
六
人
。
身
元
不

明
の
四
百
七
十
八
人
の
内

訳
は
福
島
四
人
、
岩
手
百

十
五
人
、
宮
城
三
百
五
十

九
人
。

震
災
県
内
死
者

人

東
日
本
大
震
災
の
県
内

の
死
者
は
六
日
午
後
五
時

現
在
、
千
九
百
八
十
六
人

と
な
り
、
新
た
に
川
内
村

で
二
十
七
人
、
鏡
石
町
で

二
人
が
増
え
た
。
県
に
よ

る
と
、
震
災
関
連
死
と
し

て
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い

る
。
行
方
不
明
者
は
二
百

十
四
人
。
住
宅
の
被
害
は

二
十
三
万
四
千
百
六
十
二

棟
。

被
災
高
速
道
復
旧

日
に
工
事
再
開

東
日
本
高
速
道
路
は
十

二
日
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
高
速
道
路
の
復

旧
工
事
を
再
開
す
る
。
県

内
は
東
北
自
動
車
道
全
線

と
磐
越
自
動
車
道
の
い
わ

き
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

猪
苗
代
磐
梯
高
原
イ
ン
タ

ー
間
、
常
磐
自
動
車
道
の

茨
城
県
境
か
ら
広
野
イ
ン

タ
ー
ま
で
が
対

と
な

り
、
十
二
月
ま
で
実
施
さ

れ
る
。

復
旧
工
事
は
昨
年
九
月

五
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
十
一
月
か
ら
は
冬
期

間
の
た
め
休
止
し
て
い

た
。
の
り
面
の
補
強
や
路

面
の
段
差
修
正
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
区
間
は

二
車
線
が
一
車
線
に
車
線

規
制
さ
れ
る
。
規
制
区
間

は
最
高
速
度
を
時
速
五
十

㌔
に
制
限
す
る
。

工
事
は
土
、
日
曜
日
と

祝
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
な
ど
の
連
休
は
休

む
。
規
制
区
間
で
は
渋
滞

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
ド
ラ
ぷ

ら
」
で
工
事
情
報
を
提
供

す
る
。

ア
ド
レ
ス
はｈ

ｔ
ｔ
ｐ

ｗ
ｗ
ｗ
ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ

ｐ
ｌ
ａ
ｚ
ａ
ｃ
ｏ
ｍ

。

問
い
合
わ
せ
は
東
日
本
高

速
道
路
お
客
さ
ま
セ
ン
タ

ー

電
話
０
５
７
０
（
０

２
４
）
０
２
４
へ
。

直
下
型
地
震
備
え

高
架
の
補
強
工
事

Ｊ
Ｒ
東

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
六
日
、

予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
型

地
震
の
発
生
に
備
え
、
首

都
圏
を
中
心
と
す
る
新
幹

線
、
在
来
線
の
高
架
を
支

え
る
橋
柱
、
橋
脚
の
耐
震

補
強
工
事
の
一
部
を
前
倒

し
し
て
実
施
す
る
と
発
表

し
た
。
東
北
や
甲
信
越
な

ど
で
も
実
施
し
、
計
約
一

万
六
千
本
が
対

。
工
事

費
は
計
約
九
百
五
十
億
円

を
見
込
む
。

有
害
物
質

基
準
値
超
な
し

環
境
省

県
内
の
公
共
用
水
調
査

環
境
省
は
六
日
、
県
内

被
災
地
の
公
共
用
水
域
の

底
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。
河
川

十
三
地
点
、
海
域
二
十
一

地
点
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
や
鉛

に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、

基
準
値
を
上
回
る
地
点
は

な
か
っ
た
。

同
省
が
東
日
本
大
震
災

以
降
、
被
災
地
の
公
共
用

水
域
で
有
害
物
質
の
濃
度

に
変
化
が
な
い
か
を
確
認

し
た
。
重
金
属
、
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
な
ど
有
害

な
十
二
物
質
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
土
壌
汚
染
対
策
法

な
ど
の
基
準
値
を
上
回
る

地
点
は
な
か
っ
た
。
調
査

し
た
地
点
は
次
の
通
り
。

◇
河
川
‖
地
蔵
川
浜
畑
橋
、

真
野
川
（
桜
田
橋
よ
り
下
流
）

真
島
橋
、
新
田
川
（
新
田
橋
下

流
）鮭
川
橋
、浅
見
川
坊
田
橋
、

大
久
川
・
小
久
川
蔭
磯
橋
、
仁

井
田
川
松
葉
橋
、
夏
井
川
（
好

間
川
よ
り
下
流
）
六
十
枚
橋
、

諏
訪
川
豊
間
橋
、
い
わ
き
市
内

水
路
平
豊
間
字
合
磯
地
内
、
藤

原
川
み
な
と
大
橋
、

川
岩
間

町
川
田
地
内
、

川
（
山
田
川

合
流
点
よ
り
下
流
）

川
橋
、

蛭
田
川
蛭
田
橋

◇
海
域
‖
相
双
地
先
海
域
釣

師
浜
漁
港
沖
約
２
０
０
０
㍍
付

近
、
相
馬
港
・
相
馬
地
先
海
域

地
蔵
川
沖
約
２
５
０
０
㍍
付

近
、
相
双
地
先
海
域
真
野
川
沖

約
２
０
０
０
㍍
付
近
、
原
町
市

地
先
海
域
新
田
川
沖
約
５
０
０

０
㍍
付
近
、
原
町
市
地
先
海
域

新
田
川
沖
約
１
０
０
０
㍍
付

近
、
原
町
市
地
先
海
域
原
町
市

特
別
都
市
下
水
路
沖
約
１
０
０

０
㍍
、
相
双
地
先
海
域
広
野
火

力
発
電
所
沖
約
１
０
０
０
㍍
、

久
之
浜
港
Ａ
・
Ｂ
防
波
堤
の
接

部
か
ら
西
１
５
０
㍍
、
四
倉
港

埠
頭
先
東
約

㍍
付
近
、
い
わ

き
市
地
先
海
域
夏
井
川
沖
約
１

５
０
０
㍍
付
近
、
豊
間
海
港
漁

港
内
中
央
付
近
、
豊
間
海
港
中

防
波
堤
先
端
か
ら
西

㍍
付

近
、
い
わ
き
市
地
先
海
域
豊
間

漁
港
沖
約
１
５
０
０
㍍
付
近
、

江
名
港
東
内
防
波
堤
先
端
か
ら

北
西

㍍
付
近
、
中
之
作
港
西

防
波
堤
先
端
か
ら
南
約
２
０
０

㍍
付
近
、
い
わ
き
市
地
先
海
域

中
之
作
港
沖
約
１
０
０
０
㍍
、

小
名
浜
港
四
号
埠
頭
先
、
常
磐

沿
岸
海
域
（
小
名
浜
港
沖
）
番

所
灯
台
か
ら
２
０
０
０
㍍
の
地

点
、
常
磐
沿
岸
海
域
（
小
名
浜

港
沖
）
八
崎
灯
台
か
ら
１
５
０

０
㍍
の
地
点
、
常
磐
沿
岸
海
域

蛭
田
川
沖
約
２
５
０
０
㍍
付

近
、
常
磐
沿
岸
海
域

川
沖
約

２
０
０
０
㍍
付
近

土
壌
の
セ
シ
ウ
ム

調
査
結
果
を
発
表

二
本
松
市

独
自
に

二
本
松
市
は
六
日
、
独

自
に
実
施
し
た
市
内
の
土

壌
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
測
定
調
査
結

果
を
発
表
し
た
。

調
査
は
、
市
内
全
域
を

一
㌔
四
方
に
区
分
け
し
、

昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
二

月
ま
で
に
三
百
四
十
三
カ

所
を
測
定
し
た
。
水
の
流

れ
が
な
い
宅
地
を
選
び
、

表
面
か
ら
深
さ
五
㌢
ま
で

の
土
を
採
取
し
た
。

最
高
値
が
検
出
さ
れ
た

の
は
上
川
崎
字
三
ツ
石
地

区
で
、
一
㌔
当
た
り
一
万

六
二
一
〇

だ
っ
た
。
南

杉
田
、
石
井
、
下
川
崎
、

小
浜
、
木
幡
の
各
地
区
で

も
、
一
㌔
当
た
り
一
万

を
超
え
る
数
値
が
複
数
箇

所
で
検
出
さ
れ
た
。
最
も

低
か
っ
た
の
は
田
沢
字
二

本
木
地
区
で
二
三
八

だ

っ
た
。
昨
年
、
市
が
実
施

し
た
空
間
放
射
線
量
メ
ッ

シ
ュ
調
査
の
結
果
と
比
較

す
る
と
、
数
値
が
高
い
点

は
お
お
む
ね
一
致
し
た
。

一
㌔
当
た
り
三
〇
〇
〇

以
下
は
百
一
地
点
、
三

〇
〇
〇

超
六
〇
〇
〇

以
下
は
百
三
十
地
点
、
六

〇
〇
〇

超
九
〇
〇
〇

以
下
は
五
十
七
地
点
、
九

〇
〇
〇

超
一
万
二
〇
〇

〇

以
下
は
四
十
地
点
、

一
万
二
〇
〇
〇

超
は
十

五
地
点
だ
っ
た
。

市
は
今
回
の
結
果
を
踏

ま
え
、
数
値
が
高
か
っ
た

地
域
で
詳
細
調
査
を
実
施

す
る
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

東
日
本
大
震
災
の
被
害

と
、
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
を
記
録
し
た
報
道
写
真

展
が
五
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
開
か

れ
、
街
を
襲
う
大
津
波
の

様
子
や
破
壊
さ
れ
尽
く
し

た
市
街
地
を
と
ら
え
た
写

真
に
、
訪
れ
た
外
交
官
や

市
民
は
息
を
の
ん
で
見
入

っ
た
。

展
示
さ
れ
た
の
は
日
本

新
聞
協
会
加
盟
の
福
島
民

報
社
な
ど
二
十
五
の
新
聞

・
通
信
社
と
フ
リ
ー
写
真

二
十
三
人
の
写
真
。
約

百
六
十
点
が
壁
に
掲
げ
ら

れ
た
り
、
ス
ラ
イ
ド
で
上

映
さ
れ
た
り
し
た
。
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